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□京都府立図書館　令和７年度の重点取組事項　　　　　　　　　　
1 非来館型サービスの充実 変更なし
2 広報活動の充実 京都府立図書館の知名度アップ
3 他機関との連携の一層の充実 変更なし

事業計画 重点

Ⅰ　府内全域の図書館等をつなぎ、支援するとともに、協力して図書館サービスを展開します

１　府内の各図書館とのネットワークの充実

２　市町村立図書館への支援

市町村立図書館のニーズを踏まえた職員が参加しやすい研
修（オンラインを含む）を推進します。

〇市町村立図書館等職員のニーズに対応した研修内容の充実
〇出前研修メニュー見直し

3

３　学校支援の充実

調べ学習や読書、図書館の展示等に活用する学校支援セッ
トの充実を図ります。

総合教育センターと連携した研修を実施するなど、学校図
書館の運営を支援するための取組を推進します。

大学や企業等と連携して、全ての府立学校 の蔵書をイン
ターネットを通じて検索 し 、 相互貸借する ことができ
る取組を推進します。

〇府立学校長会、府立高等学校図書館協議会への説明を踏ま
え、横断検索試行開始

3

４　子ども読書活動の支援

「きょうと子ども食堂」「こどもの居場所」に取り組む団
体や「京都府教育委員会認定フリースクール」等の様々な
民間団体と連携し、子どもの読書活動 に寄与する 取組を
推進します。

〇第五次子ども読書推進計画を踏まえ、きょうと子ども食堂・
こどもの居場所実施団体へのニーズに合った選書方法の検討

3

Ⅱ　多様な文化資源の情報を取り扱い、幅広い調査研究のニーズに応えます

５　多様な資料の収集・整理・提供

６　十分な収蔵空間の確保による資料の適正な保存

７　各種電子サービス等デジタル環境の整備

８　所蔵資料紹介・レファレンス業務の充実

９　来館者へのサービスの充実

（視聴覚資料の資料提供の在り方の検討） 〇提供が終了するメディアへの対応の検討 1

１０　オンラインサービスの充実

電子書籍をスマートフォン等情報通信機器により利用でき
る取組を推進します。

〇NAXOS MUSIC LIBRARYのサービス充実 1

１１　障害者サービス等の充実

大活字本やデイジー図書等の充実を図ります。

対面朗読サービスの充実に努めます。

サピエ図書館が所蔵する 点字図書や録音図書に関する書
誌 データベース（約 70 万点 ）を活用し、 視覚障害者
等を支援する取組を推進します。

国立国会図書館が 所蔵する 学術文献録音図書ＤＡＩＳＹ
データや視覚障害者等用データ（音声ＤＡＩＳＹデータ、
点字データ等）を活用し、視覚障害者等を支援する取組を
推進します。

１２　職員の資質・能力の向上

特に重点的に取組む事項について記載

3

京都府立図書館サービス計画

●「京都府障害者・障害児総合計画（読書バリアフリー部
分）」の実現に向けた取り組み
〇インターネットを利用したサービスの提供体制の強化
〇府の他機関とも連携したサピエ、国会データ送信の利用、オ
ンライン対面朗読に関する情報の提供

〇総合教育センターと連携し、学校のニーズに沿った探究学習
プログラム（仮称）を策定し、学校支援セットや期間貸出等で
子どもの学びを支援

1

京都府立図書館協議会
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事業計画 重点京都府立図書館サービス計画

１３　「知的な交流の場」の活用

大学 と連携し 、大学生による「図書館応援チーム （仮
称）」が企画・実施する 取組を推進します 。

〇当館におけるインターンシップ生（京都女子大）、図書館実
習生（同志社大）、キャリア演習インターンシップ型（府立
大）との意見交換など、大学生との交流の実施
〇図書館応援チーム（仮称）の取り組みの具体化

3

１４　府立図書館の見える化の推進

ホームページやＳＮＳ等を活用した効果的な情報発信を図
ります。

〇効果的なSNS等での発信を検討 2

公益財団法人 大学コンソーシアム 京都 と連携し、大学生
を対象とした広報を推進します。

〇個別の大学との連携に発展的解消 ―

１５　各種セミナー等の実施

図書館の持つ機能を生かした講座やセミナーに関連する
図書の展示 、 図書リストの作成等を推進します。

〇健康講座の定期開催と内容の充実 2

１６　大学等研究機関、文化施設等と連携した取組の推進

１７　行政機関と連携した取組の推進

京都府議会図書館と連携して、府庁等行政機関の要請に応
える図書の貸出等の取組を推進します。

〇議会図書館と連携した研修等の実施 3

府庁等行政機関からの要請に応じたレファレンスサービス
の取組を推進します。

〇議会図書館支援、行政支援の充実を図るための具体策検討
〇本庁各課の課題に応じたレファレンスの取組

3

京都府家庭支援総合センター等行政機関との連携を図り、
図書の貸出等の取組を推進します。

〇京都府家庭支援総合センターへの貸出の継続
　→　ニーズにあった選書方法の検討

3

Ⅲ　大学等研究機関や文化施設等と連携するとともに、多様な議論の場を提供することにより、文化の振興と地域の活性化に寄
与します

京都府立図書館協議会


